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観光ボランテァガイドのひとりごと・・・・突然ですが、クイズです！ 【西川秀夫】 

 「豊臣秀次は本当に、謀反を企てたのか、それとも秀吉の謀略だったのか？」

という問題です。クイズ形式としていますが、わたくしの推論（仮説）です。 

 

 映画「関ケ原」（三成役：岡田准一）の冒頭のシーンは衝撃的でした。穴を掘った中に次々

と秀次公の一族が切り捨てられて放り込まれるなか、駒姫の侍女（有村架純）が奮闘する場

面は印象的でした。刑場には秀次公の首も晒されていたように思います。・・・実はこの映

画のロケ（ロケ地は彦根の河原だった）にはエキストラ＝刑場の見物人の募集があって、応

募したかったのですが、用務が入っていて時間的に無理だったので断念したという思い入

れがあります。 

 

文禄四年（1595年）7月 15 日は、豊臣秀吉の後継者になるはずだった豊臣秀次の命日です。

近江八幡市の八幡山の村雲御所瑞龍寺において法要実行委員会（実行委員として参加：司会

は私）では、毎年命日の日に顕彰法要を行なっています。関白の地位にいた秀次が、どうし

て切腹なんて悲劇の最期を迎えてしまうことになったのか？直接的な原因が未だハッキリ

せず、昔はNHK ドラマ（功名が辻）でも凡庸な人物として描かれていたのですが、最近の

秀次像は大河「真田丸」などを見てもちがってきています。また新説なども提唱されたりし

ておりますが、ここは通説に従いつつ、その歴史を振り返ってみましょう。・・・秀次公が

切腹に追い込まれた理由については諸説ある。＊いくつかの説を欄外に紹介しておく。（注

１） 

 そのいくつかある説の中で、一番私が納得できる説を紹介しておきたい、矢部健太郎氏の

説も、「抗議の自刀」だとするが、それも一理あると思うが、その根本の原因について紹介

していきたと思う。これは当時、噂として広がっていたことも思い出される。では・・・ 

秀吉が拾かわいさに秀次を処断したという大筋のストーリだけではなかなか説明がつきに

くい部分です。大河ドラマの『真田丸』で三谷幸喜が描いたのは、秀頼誕生によって叔父か

ら疎まれているのではないかという疑心暗鬼にかられて、鬱になって自ら自殺するという

ものでしたが、実際、秀頼誕生直後、秀次は喘息治療で熱海へ湯治に行くのですが、秀頼の

ことで心が休まらず逆に悪化したようです。大河でも描かれた「謹慎中に秀次が勝手に自害

し面目をつぶされた秀吉が激怒した」というストーリは、その分かりづらさを再考証したも

のだと思われます。 いずれにせよ拾誕生で疑心暗鬼が生じていたことは確かなのでしょう。

しかし、この理由だけではその後、女・子供含めた親族や家臣を含めば 50人近くまで処刑

したり賜死させたことにつなげるには無理があります。秀次が勝手に自害したならそこま

で残酷な仕打ちをするでしょうか。さらに聚楽第や八幡城まで破壊するほど秀次の痕跡を

消し去ろうとするでしょうか。殺生関白の悪行や謀反というのは今や否定的になりつつあ
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りますが（そもそも謀反を記した史料は無いといいます）、個人的には秀吉との確執に加え

て秀頼の将来を確保するための複合的な理由が原因ではないかと考えます。そこを検証し

たいと思います。関白豊臣秀次一族粛清は明らかに豊臣家にとっては失政だと思うのです

が、大河でも取り入れられた学者（矢部健太郎氏）の説『秀吉に秀次を殺すつもりはなく、

早まった秀次が自ら命を絶った』さらに「秀吉が秀次の妻妾子女をすべて殺したのは、勝手

に死んでしまった秀次への怒りがそうさせた」と説明しています。しかしながら、秀吉が秀

次を殺すことを命じたことは隠しようのない事実であります。次の客観的な証拠（資料）が

それを示しています。秀次が秀吉の命令で急に紀伊国高野山に上ると、そこの長ともいえる

木喰常人は驚いて秀次の不幸に涙したと言います。そして秀次に出家して法体の姿になる

よう促し、『当山の宗徒が一同で太閤殿下に訴えれば、どれほど憤りが深くてもあなたを殺

すことはないでしょう』と慰めたそうです。これに素直に応じた秀次は、従者たちとともに

頭を丸めたのです。ところが秀吉は福島正則を大将として 1 万の兵を高野山に派遣し、そ

の日のうちに自害を迫っているのです。もし秀吉が秀次が出家さえすれば命を助けるつも

りだったという矢部氏の新説が正しいとすれば、わざわざこれほどの警戒（大軍出兵）をす

る必要などなかったはずです。秀次の自害の様子があまりにも神妙だったゆえの新説かも

しれませんが、これは自分は何一つ悪いこと（秀吉への謀反）はしていないということを示

すための、秀次の精一杯の意地だったのだと思います。そして何よりも秀吉が秀次の妻妾子

女３０人以上を無残に殺したことの説明には、これだけでは論理的に無理があるように思

います。たとえ、秀吉が秀次の行為に怒ったとしてもです。 

 詳しく史料を調べると、あまり語られていないエピソードが見つかります。人々があまり

語り継がなかったのか、ドラマや映画のストーリーに合わなかったのか、深い事情はわかり

ません。ここから先は、そのエピソードが「真実」とは言い切れず、あくまで「仮説」にな

りますが、「隠れたエピソードをつないでいくと、こんな考え方もできる」と思って読んで

ください。 

 まず、秀頼が生まれて間もなく書かれた「太閤書信」にあまり語られていない記述があり

ます。一部を抜粋してご紹介しましょう。 

かえすかえす、ひろいにちち（乳）をよくよくのませ候て、ひとね候へく候。ちちたり候や

う、めしをもまいり候へく候。すこしももの（物）きにか（懸）け候ましく候。以上。 

たかのとり（鷹の鳥）五つ・みかん（蜜柑）のひけこ（髯籠）三つ進之候。 

一日は文給候。返事申候はんところに、いそかわしき事候て、返事不申候。おひろい（拾）

なをなをけなけ（健気）に候や。ちゝもまいり候や。やかても参申候はんか、きうめい（糾

明）をいたし候て、参可申候。そなたへわかみ（我身）こし候はゝ、かうはら（業腹）た（立）

ち候はんまゝ、まつ／＼こなたにてききとゝけ候て、すまし候て参可申候。かしく。 

   廿五日                ふしみより 

   おちゃちゃ        大かう（大橋文書「太閤書信」より抜粋） 

 この書信は、以下のように訳されます。 
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 （返し書）くれぐれも拾に乳をよく飲ませ、怠りなく養育に努めてください。乳が足りる

ように、あなたもしっかりと食事をしてください。あなたは何も心配する必要はありません。

鷹の鳥五つと髯籠入りの蜜柑を三つお送りします。一日に文をいただきました。すぐ返事し

ようと思っていたのですが、多忙ゆえに返事ができませんでした。お拾はますます元気でい

ますか。乳もよく飲んでいますか。すぐにでも会いに行きたいのですが、不祥事の糾明を終

わらせてから参ろうと思います。非常に腹が立っているので、今そちらへ行ってしまうとい

けないので、まずはこちらで詳細を聞き届けた上で処罰を済ませ、そちらへ参ります。 

   二十五日    お茶々    伏見より          太閤 

 この書信は文禄 2 年（1593 年）10 月に出された豊臣秀吉音信（大橋文書『太閤書信』）

からの抜粋です。2 カ月前の 8 月、秀頼が生まれたことを知って、朝鮮出兵の「文禄の役」

から急ぎ帰った秀吉が、伏見城から茶々（淀殿）に出した手紙とされています。 

 ここに「非常に腹がたっている」とありますが、その後、大坂城にいた女房や僧侶を厳し

く処罰したという記録が残っています。理由については、まったく書かれていません。どう

やら、淀殿（茶々）がらみの秀吉に密告があり、それについて秀吉は非常に腹が立ってかな

り厳しい処罰をしたようです。 

 何にそれほど腹が立ったのでしょうか。史料には、「金銭の不祥事や男女関係の乱れ」と

書かれたものもありますが、そんなことで天下人の秀吉がこれほど立腹するでしょうか。し

かも秀吉みずから厳しい処罰を下しているのです。普通なら、側近の者に命じて対処する程

度のことではないでしょうか。・・・これらのことは、服部英雄著「河原ノ者・非人・秀吉」

に詳しいので、私もそれに習い（引用して）書きました。 

 また秀頼の子育てについて、普通なら乳母が行いますが、秀吉は淀殿がみずから行うよう

に指示しています。なぜ、淀殿がみずから子育てしなければならなかったのでしょうか。淀

殿は秀吉の子供を産めた唯一の女性です。子育てよりもさらなる懐妊を望むのが普通では

ないでしょうか。考えれば考えるほど、わからなくなってきます。 

秀吉は、信長の血を引く世継ぎが欲しかった？ そこで、ひとつの仮説をたててみました。 

 秀吉がそれほど怒ったのは、“秀頼の出生の秘密”が明るみに出そうになったからではない

でしょうか。その秘密とは……たとえば、「秀頼は秀吉が意図的につくった、実子ではない

嫡男」と考えれば理解できます。つまり、今でいう「体外受精」のような考え方です。 

 もちろん、戦国時代にそんな技術はありませんが、「信長の血を引く跡継ぎをつくりたい」

という考えはあったかもしれません。秀吉がそう考えていたと仮定すると、織田家の血を引

く淀殿を側室に迎えて、理想的な子供をつくるにふさわしい男性を選んで、秀吉公認のもと

で子供をつくらせたと考えれば、すべての辻つまが合います。（ただし捨と拾の場合は条件

が違います。また、当時清明神社に寓していた千利休も関係があったかもしれません。） 

 秀吉は天下人になっても、1 人の子供にも恵まれませんでした。それはつまり男性的に欠

陥（無精子症）があったということです。これは仮定ではありません。事実です、秀吉から

離れた愛妾は別の男性に嫁し子を産んでいます。子が出来ない夫婦に子宝が授かるように
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する方法は、民俗事例でいえば「参籠」があります。すなわち神仏に願掛けをして「通夜参

籠（おこもり）」による宗教的陶酔の中でする男女の営みである。民衆にも最近まで盆踊り

における男女の自由な交渉などの習俗がありました。昔は家を継ぐのが第一でした。 

 秀吉は自分に子種がないことを承知していたのです。淀殿も浅井・織田の血の子を伝える

道を選択した。秀吉も淀殿（茶々）の産む子は豊臣の子であり織田の子であると共通認識し

ていれば。現代の「非配偶者間受精」と割り切ればよい。鶴松、秀頼の二人の子のうち、少

なくとも鶴松は、秀吉が承知したうえで、むしろ秀吉が指示し命令した結果、秀吉以外の種

で淀殿に産ませた子である。しかし、秀頼の場合は事情が違っていた。秀吉は朝鮮出兵で九

州にいた時に淀殿が秀吉の内諾を得ずに勝手に種付けをしたのである。それで上記の書簡

となる。「鶴松は太閤の子であるが、秀頼は淀殿の子として育てよ」と秀吉は云っている。

（秀吉は妻あての手紙・太閤書簡にも、鶴松は自分たちの子であったが生まれた子・秀頼は

茶々一人の子でよい。と・・・ここに後年の高台院が大阪城を去った理由があると見た。）

淀殿が２回目の「参籠」を行った原因は「鶴松の夭折」にある。何としても浅井・織田の子

が欲しかった淀殿は、今度も秀吉は了解してくれると思ったのであろう。しかし、淀殿付き

の女房侍女やそれに関わったと思われる陰陽師・声聞師がことごとく処罰（処刑＝陰陽師狩

り）されるに及んで、淀殿も震え上がったことだろう。だが秀吉としては、否定はありえな

い。なぜならここで淀殿まで処罰すれば前回の「鶴松」のこともバレてしまうからである。

そのためこの件に蓋をしようとしたのである。だから名を「拾」としたのである。ところが

世間では不義の子という「うわさ」が立ってしまった。・・・ここで一つ前から思っていた

謎が解けた。天下を統一した秀吉がなぜ無意味な陰陽師・声聞師・高野聖などを陰陽師狩り

と称して大量に弾圧し処刑したのか。原因はこれなのだ。これも秀次事件に連動している。 

 「時慶記」によれば、１０月２６日に豊臣秀次は、聚楽第で行うはずだった公家を招待し

ての能を延期して、急遽２７日に伏見にいた秀吉に会いに行っている。理由は何か。事実を

問いただす為である。通説では、秀頼が生まれたことにより関白という立場が不安定になる

ため→反逆したことになっている。しかし、明らかに実子でなく本来なら犯罪行為の結果の

子として葬るべき子を後継者にした。そのことに秀次は強く主張し反発したのではないで

しょうか。秀次やその妻子・家族、家臣は出生の疑問が明白だったにも関わらず、自身の子

だと主張した秀吉に対して激しい不信感を抱いた。→だが、秀吉の方針に根本的な疑問を持

つことは許されなかった。秀次事件はこうして起こった。妻子が皆殺しにされたのは戦国の

習わしとは言えない。秀次ひとりが犯罪人・謀反人だったからでなく関白（秀次）家の人た

ち全員が犯罪者だったからである。関白家が何かを叫ぼうとしても残虐刑の連続で不可能

となる。関白家に仕えていた前野長康や服部一忠など有能・高名な武将たちまで切腹や処刑

に追い込んだことに長いこと疑問に思っていたことが氷解した。口封じである。秀吉が自分

の子であると云えば秀頼は秀吉の子なのだ。多くの大名はそれに従ったけれど、秀吉に近か

ければ近いほど、受け入れがたい感情が残った。後年の関ケ原合戦では福島正則、加藤清正、

浅野長政、木下勝俊それに小早川秀秋が東軍に加担した。高台院さえも大阪城秀頼とは距離
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を置いた。秀吉が臨終に際して異様なまでに大老に秀頼の後見を依頼したのも、実子でない

ことを大老たちは暗に承知していたからであるとみることができる。ただ秀次が八幡城主

時代の「関白殿一老（城代家老格）」だった田中吉政などや秀吉子飼いの武将（＝宿老とし

て付けられた山内一豊、中村一氏など）は本来、謀反であったなら一番に誅されるべきもの

たちが許されていることを考えれば、おそらく秀次が秀吉に意見することに対して、諫言＝

無駄だということを意見したのではないだろうか。なぜ秀次家臣が二者に分かれたのか。そ

の辺の秀次側資料がないため何とも言えないのであるが、最近、田中吉政関連の書籍を 3 冊

ほど読んで、ある程度納得した。秀次家臣団は、当時、秀吉からつけられた田中吉政や中村

一氏らと秀次の直臣（木村某等）らに分かれていたのである。秀次は既に聚楽第に移った頃

から、秀吉からの付け家老等を排除していたのである。さらに秀次の死の前に弟秀保も謎の

死を遂げている。これも異常な事態である。普通、ここで兄（秀吉）が弟の秀長の家を断絶

にするでしょうかね。 

ここで秀頼誕生前に戻って秀吉の心理を推論してみました。・・・・・鶴松が２歳で夭折

した。もう子はないと思っていた秀吉は、それで甥の秀次に継がせようとしましたが、秀次

はもともと「百姓の子」です。「百姓が天下人になる」ことが、どれだけ大変なことか秀吉

が一番よく知っています。それなのに、甥というだけで後を継ぐ秀次に家康をはじめ強者ぞ

ろいの武将たちが従うか。秀次にそれだけの求心力があるとはとても思えない……そう考

えると、秀吉は不安で仕方なかったのではないでしょうか。そこで、淀殿が織田信長の妹・

お市の娘であることに目をつけ、信長の血を引く子を自分の嫡男にすれば、戦国武将たちの

求心力を保てると考えたのではないでしょうか。少なくとも鶴松の時はそう考えて実行し

たのです。ただ秀頼の時は淀殿が秀吉は承知するものと思って勝手に実施したのです。怒っ

た秀吉は、それに関わった淀殿付きの女房腰元、さらには声聞師・陰陽師などを処刑して、

さらには近畿一円の声聞師・陰陽師（直接は関係ないものまで）を弾圧処刑しております。

なぜかとは、秀頼生誕と千利休切腹事件、秀次事件とこの陰陽師狩りは一連の秀吉の狂気

（老害）から発せられたものとみているからです。また、本能寺の変ですが、あの事件の裏

にも秀吉の謀略があったように書かれている書籍も出てきています。それもありだなと思

います。なぜならあの事件で一番得をしたのは秀吉なのですから。奇跡の中国大返しも当初

から仕組まれていたという説もあるぐらいですから。 

 以上、この仮説は４００年前に封印されたものであるが、研究者にはよく知られた史料

でもある。最近読んだ磯田道史著の「日本史を暴く」という本にも服部英雄氏の「河原者・

非人・秀吉」を引用して秀頼の実父は誰かということを述べておりました。秀頼の生物学的

な父は声聞師大量虐殺の時に殺されたと・・・・・ここから秀次事件を検証・再解釈してみ

ました。表題のクイズの答えは分かりましたでしょうか？濡れ衣ということの結論です。秀

次の謀叛は冤罪でした。けれど秀吉からすれば、秀次が秀吉のすることに反対すること自体

が謀叛だったのです。ちなみに秀次の初陣は山崎の合戦からだといわれています。とすれば、

「本能寺の変」にも多少は関りを持っており、その真相も知っていたのではないかと想像で
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きます。NHK 大河ドラマ「麒麟が来る」の影響もあってか、最近の書籍には「秀吉陰謀説」

も多く出されています。また天海は明智光秀だったという本まで出ており「かごめかごめ」

の歌にまで及んで、その隠された暗号の話まで披露されています。たしかに日光東照宮に行

った時、「明智平」にも行きましたが何故こんなところに明智平なのかと不思議に思ってい

た記憶があります。関心のある方は Amazon で買ってお読みください。たしかに、この時代

の歴史書籍は「穴（ミステリー）」だらけで面白いと思います。安土城で徳川家康を饗応し、

京・堺で遊ぶように指示したのは信長である。その時、信長は家康を暗殺しようとしていた

が、明智光秀の忠告により命を助けられたとある。ひょっとしたら家康と秀吉も繋がってい

た可能性もあるのだが、それはいまだに歴史の闇の中である。案外これが真実かもしれない

と想像する。 

  

 ここで秀次公のことは終わるつもりでしたが、補足で近江八幡とも関係のある秀吉の姉

（智・日秀）についても瑞龍寺関連で記録しておきたいと思います。なぜなら、ここ４～５

年、瑞龍寺で行われる豊臣秀次公顕彰法要に関わっている関係で、善正寺様や瑞龍寺様と親

しく交流させていただいていることから、日秀尼についても新しく知りえた情報（瑞龍寺第

２代門跡が日怡）などを記しておこうと思ったからです。なお秀次公顕彰法要は昭和５４年

１１月に八幡山に豊臣秀次公の銅像が建立されたことから、当初は近江八幡郷土史会が催

されていましたが、５年前から実行委員会に運営が替わっています。２０２０年で第４１回

目を数えます。私は実行委員会になってからのメンバーで、当初は秀次倶楽部からの参加で

す。秀次倶楽部では、小牧長久手の戦場跡や桶狭間古戦場、愛知のあま市（蜂須賀、福島正

則、秀次関連）、清須市、山形市（最上義光、駒姫）、秀次の小田原合戦（山中城、韮山）等々

にもフィールドワークとして参加させていただいています。今年は秀次開町の１０月１５

日を記念日にしようとイベントなどに取り組んでいます。 

 

豊臣秀吉の実姉である智（とも・日秀尼・1534～1625）という女性は、46歳で三男（秀

次、秀勝、秀保）を産み、82歳で曾孫（御田姫＝隆清院）を守り抜き、92歳で亡くなった

肉体的にも精神的にも非常に頑健な人でした。彼女は一番早く（織田信長と同年に誕生）生

まれたにもかかわらず、一族すべての最期を見届けています。（晩年のみ記載します。） 

 

57 歳 旭（実妹）病死 

58 歳 豊臣秀長（実弟）病死 

59 歳 豊臣秀勝（次男）朝鮮で病死 

59 歳 仲（実母）病死 

62 歳 豊臣秀保（三男）秀吉が暗殺 

62 歳 豊臣秀次（長男）秀吉が殺害 

65 歳 豊臣秀吉（実弟）病死 
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79 歳 三好吉房（夫）病死 

82 歳 豊臣秀頼（甥）大坂の陣で自害 

82 歳 菊（孫）大坂の陣で処刑 

91 歳 寧（義妹）病死 

    豊臣一族のすべてを見届けた凄まじい生涯だったわけですが、智がいたからこそ秀吉の

血筋が今日まで繋がり、一族の数少ない記録も残されたのです。 

   三人の息子（長男秀次は切腹、次男秀勝は朝鮮の役で病没、三男秀保は溺死ということで

すが裏に何か謀略のきな臭い匂いがします。）を実質的にすべて弟秀吉に殺された智は、京

都に善正寺という秀次らの菩提寺を建立します。翌年になると彼女を気の毒に思った後陽

成天皇から一千石を託され、智は瑞龍寺という格式高い門跡寺院の院主になります。病床を

見舞うこともなかった憎い秀吉が死に、夫も死ぬと、智は弟秀長の家老だった藤堂高虎を介

して、次男秀勝の娘である完子（さだこ・1592～1658）と面会するようになります。完子

は関白九条家に嫁いで 7 人の子供を産んでいたため、今日まで豊臣の血筋を残した人でし

た。智は完子の末娘を瑞龍寺の後継者にもらい受けています（２代目門跡・日怡）から、親

交は死ぬまで続いたのでしょう。一方長男秀次の血筋ですが、21 歳になる秀次の娘（菊・

1595～1615））がいた。彼女は秀次の妾、小督局（おごうのつぼね）の子で、小督の兄にあ

たる後藤六郎兵衛に育てられたのですが、彼女の夫が大坂の陣で豊臣秀頼に従ったため、智

も庇いきれずに徳川方に探索され処刑されてしまいます。もう一人智の曾孫に当たる御田

姫（1604～1635）＝直（なほ）＝顕性院という女性がおりました。彼女は秀次の娘（真田

丸では「たか」＝幸村の３番目の妻として岸井ゆきのが演じていた。＝隆清院）と真田信繁

との間に五女として（秀次事件の前に幸村とたか＝隆清院は夫婦になっていると思われる

が）生まれています。大坂の陣の時に 12歳だった御田姫の方は、智が密かに匿い東北地方

の武将岩城氏に嫁がせたため、無事に血筋を残しています。その子は三好（三好は秀次が八

幡城主だったころ名乗っていた姓）幸信といい岩城家に仕えます。墓は秋田県由利本荘市岩

城町の妙慶寺にあります。御田姫は死ぬまで智の菩提を弔ったそうですから、正に曾祖母を

命の恩人と考えていたのでしょう。そして秀吉の正室だった寧（高台院）が 77歳で死ぬと、

さすがの智も悟ったのでしょう。翌年豊臣一族の弔いを完子の末娘に託して静かに死んで

います。その菩提寺は京都の善正寺にあり、今も秀次公とともに眠っています。 

ちなみに京都三条に瑞龍寺とよく似た名前の「瑞泉寺」があります。そこにも秀次とその

一族が祀られていますが、それは後年、京の豪商角倉了以が高瀬川運河を掘削したときに出

てきた「悪逆塚＝秀次の首塚と一族を処刑した跡」地に寺を建立して菩提を弔ったお寺です。

秀次の首は京都で晒刑になりましたが、胴塚なるものは高野山の光台院の裏山（大部分は宮

内省が管理地になっていて驚いた）にひっそりと墓があります。同じ高野山の奥の院にある

豊臣家の墓所とは違い寂しい気がしました。また奥の院には織田信長の墓や武田信玄、明智

光秀の墓もあり不思議な印象がしました。仏教の宗派では秀次公関係の瑞龍寺も善正寺も

日蓮宗＝昔風で言えば法華宗です。瑞泉寺は角倉了以の関係で浄土宗です。不思議なのは安
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土宗論（安土問答ともいう）で、敗北した法華宗の寺である「本能寺」を何故京都の常宿に

していたのか。疑問も残る。比叡山や浄土真宗は武力で抵抗したから武力で弾圧したという

のは分かる。では法華宗はというと、法華宗が一番得意とする法論で鼻柱を折るという形で

弾圧を加えたというのが今日の安土問答の見方である。それでもなお法華宗は戦国武将に

受け入れられていたということなのか。加藤清正も南無妙法蓮華経を旗印にしていたぐら

いである。ちなみに安土の総見寺は臨済宗である。本願寺と石山合戦をしたのもその地が欲

しかったからという。いずれにせよ信長はキリスト教布教も許していたぐらいであるから

宗教。宗派にはこだわっていなかったということでしょう。戦国武将でも本多正信のように

一向一揆に加わり主人の徳川家康に叛いた人もいたから一概にはいえないけど。・・・・・

とにかく瑞龍寺は今も日蓮宗で唯一の門跡寺院です。由緒あるお寺なのです。余談であるが

秀次事件で処罰された秀次の家臣の中に木村常陸介がいる。その子は木村重成で大阪の役

で豊臣方で戦った人物であり父と兄が秀次事件で処刑されたときは乳飲み子で馬淵の母方

の里に隠れ住んでいたと伝わる。この木村家は元は佐々木六角家の家臣であったが、信長に

下りのち豊臣に仕えた人物であるが、この「木村城」跡が安土町常楽寺内にある。信長が安

土城が建築されるまでの間、ここで休息したといわれる場所である。「安土観光」の「まち

なかぶらりマップ」にも記載されガイドされている有名な場所である。この木村城（近くに

常の浜）から船で出陣したといわれる。（安土の観光案内には、近江八幡市安土町常楽寺の

木村城跡は、佐々木六角氏の家臣・木村氏の居城。木村氏は六角氏の被官だったが、織田信

長の近江侵攻後（観音寺城落城後）は信長に従った。中世から近世にかけて栄えた「常楽寺

港」と呼ばれた湊（琵琶湖の舟運を利用した）がここにはあったが、常楽寺港舟入跡近くに

「木村」と呼ばれる小字が残った畑がある。ここが木村城（館）跡との推定地で、木村一族

は佐々木さんのルーツでもある沙沙貴神社（ささきじんじゃ）の神官を務めていたことがわ

かっている。信長に仕え、安土城築城に携わった木村次郎左衛門尉もこの木村氏の一族。常

楽寺の水辺を公園化した常浜水辺公園となっているが、常浜水辺公園の西端に位置する畑

が木村城跡）。実は、銀座の木村屋總本店の創始者・木村安兵衛の母方の木村家のルーツは、

ここにたどり着く。）とあった。秀頼と大阪城で討ち死にした木村重成も宇多源氏（佐々木

氏）といわれているがその父木村常陸介も豊臣秀次の家臣であり、秀次事件では切腹させれ

れるのだが、一説ではこの木村常陸介が石川五右衛門に秀吉の暗殺を依頼したとも伝わる。 

いろいろガイドをしていると教えられることが多い。近江八幡観光物産協会のホームペ

ージを見ると、「近江八幡を知る」の項に「市内に点在するお城の紹介」が載っている（３

１城）がその 1/3 も場所や城主名さえ分かりません。まことに勉強不足を痛感します。なお

同じく秀次事件で処罰された人物には、服部一忠（今川義元に一番槍を付けた人物）明石測

実（黒田官兵衛の従妹）、六角義郷（佐々木六角家の一族）、前野長康親子（武功夜話に登場

する。蜂須賀小六と兄弟分の秀吉の初期からの家来）などの多くの人物がおりこれだけでも

多くの物語ができるだろう。また秀次は千利休の高弟でもあったことから、朝鮮侵略には反

対していて行かなかったから秀吉に疎まれたという説もある。もうこのころには秀吉は老
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害の症状があったとか。そこらへんは、まだまだ研究の余地があるところである。本当に近

江八幡というところは、「面白いです」ガイドをしていて伴家住宅も案内するのですが、伴

伝兵衛・庄右衛門家の祖の伴太郎左衛門は織田信長に仕えた甲賀武士（忍者）であったが本

能寺の変で討ち死にしたとか、三井（越後屋）家は元は近江佐々木六角家の家臣であったが

後、蒲生氏郷に仕えてから移封で伊勢に移って商売を始めた人で、日牟礼八幡宮の市井（一

井）氏とは目賀田氏（今安土城があった処は元は目賀田山城があった処であるのは有名な話）

を介して親族であったなんて話があちこちに転がっている。この三井（京都）家から出た広

岡浅子（NHKの朝が来たのヒロイン）が、一柳直末（秀次の家老だった）の弟の直盛の子

孫である一柳満喜子さんとメレル・ヴォーリズ氏の結婚を後押しすることになるのである。

伊庭貞剛の伊庭家も元は佐々木六角家の家臣であったが、水茎岡山城（１１代足利義澄が亡

くなった地で第１２代将軍となる足利義晴が生まれた場所）の九里浄椿とともに六角氏と

争った伊庭の乱で長命寺を焼き払ったりした家系なのも面白い。今、伊庭貞剛の生家といわ

れる地は西宿にあった和泉国伯太藩（藩祖は槍の半蔵で知られる渡辺家）の近江領の代官屋

敷であった処である。伊庭湖として残る地名が本貫であるなら、その近江に武士として生き

残ってきたのもすばらしい。さすが伊庭家である。伊庭貞剛は八幡町の西川吉輔（西川傳右

衛門の分家）に国学を学んでいる。母は北脇田鶴子といい広瀬宰平の姉である。その関係で

足尾の住友に入社し、環境問題に取り組み今日に至る住友林業の基礎を作ったのである。 

もう一つ忘れていた。新聞記事に「八幡山城の秘密工事に従事した 7 人の職人を供養す

る法要が 9 月下旬、滋賀県近江八幡市桜宮町と中村町の 2 カ所にある「七塚の碑」で行わ

れた」という記事があった。秀次びいきの者としては、このことは本当だろうかと疑うとこ

ろである。なぜなら、八幡の町は田中吉政が縄張り（図面書き）をしたが実際の工事現場監

督は南津田村にいた初代山形屋西川仁右衛門だったからである。八幡町は最初から商人の

町として建設されている。楽市楽座を目指しての秀次の１３か条掟の書きがその証である。

山形屋西川邸が八幡堀沿いに大きな屋敷があるのも、それで合点がいくのだが、その現場監

督が同じ職人仲間を秘密を知るものとして口封じするものだろうか。もし実際に口封じし

たならそれは武士が勝手に現場監督の知らないうちに処分したものだと思うが、それに関

しては証拠がないので何とも言えない。工事事故で死亡した者の碑を後世の秀次事件と同

様の醜聞に化してしまったようにも思えるのだが・・・。秀次が八幡城主時代は善政を敷い

たということは研究者の間では今や常識である。秀吉こそが自分の家族（弟妹）や身内に対

して非道だったことはルイス・フロイスが本国に送った文書からも明らかである。（前述し

た、服部英雄著「河原ノ者・非人・秀吉」を参考に読んでください。この方の論には非常に

説得力があります。）秀吉には秀長や智、旭以外にも弟妹がいた。大政所（なか）の結婚歴

は三度以上あるが、その弟妹は母の過去と自分の出自を隠すために犠牲（処刑）となったの

である。（注２）＊これは秀吉の冷酷な性格を示す事実である。だからこそ秀次の眷属も皆

殺しにできたのである。これは現代の目からすれば異常としかいいようがないでしょう

が・・・・。さらに、もう一つだけ滋賀県でも最恐の心霊スポットと呼ばれるところが近江
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八幡市内にある。そこは「シガイの森」といわれ、その昔、織田信長が留守にしていた時、

羽を伸ばして遊びに行っていた女房侍女を打ち首にしたとか、安土問答での関係者を打ち

首にした刑場跡であると云われる場所である。たしかに田んぼの中にポツンと森があり、昼

に行っても怖いぐらいである。ましてや夜に度胸試しに行く人はいないであろうと思う場

所である。なんか、秀次のことから信長に話題が逸れてしまったが、逸れついでに、もうひ

とつ長田町と杉森町の間に「力士塚」というのもある。信長が近代相撲を安土で行なったの

が発祥とされているが、その相撲に参加して怪我を負い死んでしまった力士を近在の人が

葬った場所であるとか。そこもあまり知られていない観光スポットではある。信長に関連す

る話は安土には、まだまだ沢山あるらしい。たとえば信長を永源寺の千草峠で鉄砲で狙撃し

た「杉谷善住坊」の子孫が安土に住まいしているとか。これも私も聞いただけであるが、た

しかに「善住」という名前の人は安土にいる。たしか市会議員をされていた方も「善住」と

いう名であった。 

これも余話になるが、Facebookで知り合った八女市在住の EK氏（田中吉政研究）との

関連で知ったことだが、山形屋初代西川仁右衛門（二代目からは西川甚五郎を世襲：ふとん

の西川で有名）と田中吉政は親しく共に八幡開町を担った人物だということを知った。たし

かに、久右衛門町（田中久右衛門吉政のこと＝彼の屋敷があったとされるから久右衛門町と

名が付けられた）と西川甚五郎邸はすぐ近くである。一柳（市助）直末が住んだとされる市

助町、中村一氏の孫平治町などもまだ残っている。EK氏により、私は田中吉政（公という

べきか）の人物像を誤解していたように思う。八幡堀と柳川は共に田中吉政公が作り上げた

町である。そのことは再認識しておきたい。実は秀次倶楽部で作成した DVD「まんが秀次

公」に田中吉政公のことを「ずる賢い」と表現していることに対して苦情があり、それで田

中吉政公のことを勉強させていただきました。田中吉政公の柳川藩は２代で断絶となり、そ

の子孫は近江国野洲にも在住していたことも知りました。やっぱり、そういった切っ掛けは

必要ですね。（筆者談） 

以上 

＊注１、注２は渡邊大門氏 Facebook の「戦国こぼれ話」より引用・参考としたものです。 

（注１）関白だった秀次が切腹に追い込まれた理由 

■豊臣秀次の悪行によるという説 

 最初に、さまざまな史料に書かれた説を検討することにしよう。注目すべきは、豊臣秀次の悪

行が豊臣秀吉にバレたということだ。 

 太田牛一『太かうさま軍記のうち』によると、秀次は弓矢の稽古と称して人を射たり、鉄砲の

練習と言っては農民を撃ったという。また、刀の試し斬りをするため人を斬った（「関白千人斬

り」）。やがて、その悪行が秀吉に知られ、勘気に触れたという。 

 似たことを記すのがクラッセ『日本西教史』である。秀次は殺人に喜びを見出す性癖があり、

罪人の処刑の際には進んで処刑人の役を務めた。罪人を台に寝かしたまま斬ったり、立たせたま

ま一刀両断に斬ったりするなど極めて残酷だった。また、妊婦の腹を裂いたとも伝わる。 
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 小瀬甫庵『甫庵太閤記』によると、秀次は女人禁制の比叡山に女房らを伴い、その禁を破った。

比叡山は殺生禁止だったが、狩りを楽しむなど遊興三昧で過ごした。比叡山は抗議をしたが、ま

ったく耳を貸さなかった。 

 『川角太閤記』によると、菊亭晴季の娘・一の台は秀吉の側室になる予定だったが、その美貌

を見初めた秀次は、秀吉に内緒で自分の側室とした。秀吉はこの事実を石田三成の讒言で知り、

嫉妬に怒り狂って秀次を切腹させるため罪を捏造したという。 

■秀次が謀反を企んだという説 

 次は、秀次の謀反の計画が秀吉に露見したという説だ。 

 『上杉家御年譜』によると、秀次は鹿狩りにかこつけて秀吉を聚楽第に招いたが、実は数万人

の兵を整え、秀吉を殺害しようと計画していた。この情報を知った三成は、すぐに秀吉の耳に入

れ、聚楽第に行かないように伝えたという。  

 小瀬甫庵『甫庵太閤記』によると、文禄３年（１５９４）に秀次と毛利輝元が誓紙を交わした

際、三成と増田長盛が「謀反の疑いあり」と言い掛かりをつけ、ほかの問題もあわせて秀次を追

及した。三成らの讒言により、秀吉は秀次に不信感を抱き、切腹に追い込んだという。 

 山科言経『言経卿記』文禄４年（１５９５）７月８日条には、「関白殿（秀次）と太閤（秀吉）

との間は、去る３日から不和になった」と記されている。その背景は秀次の謀反であるとの風聞

があり、両者の間には修復不可能なほどの事態が突発的に起こり、それが秀次に切腹を命じた遠

因になったという。 

■秀吉と秀次との確執 

 朝尾直弘氏によると、文禄４年（１５９５）２月に蒲生氏郷が亡くなった際、その遺領の扱い

をめぐって、秀吉と秀次の見解は異なったという。秀吉はいったん遺領を没収しようとしたが、

関白の秀次がそれを覆したので、２人は確執に及んだと指摘する。 

 三鬼清一郎氏によると、文禄元年（１５９２）、秀次は関白職を秀吉から譲られたが、太閤の

秀吉と現職の関白である秀次との間には、日本国内の統治権の権限分掌をめぐる確執が生じた

という。こうした対立が遠因となり、秀吉は秀次に切腹を命じたと指摘する。 

 西村真次氏によると、文禄２年（１５９３）に拾（秀頼）が誕生したので、秀吉は地位を秀頼

に譲りたくなった。そこで、秀吉は疎ましくなった秀次に切腹を命じ、将来の禍根を取り除いた

と指摘する。 

■正親町天皇との関係から 

 渡辺世祐氏によると、文禄２年（１５９３）に正親町天皇が崩御したが、秀次は喪に服するこ

となく、直後に鶴を食べたという。以後も遊興三昧の日々を送り、自邸の聚楽第で相撲を興行し、

また『平家物語』を検校に語らせ、ついには鹿狩りを行うなどしたので、それらの理由が秀吉か

ら切腹を命じられる原因になったという。 

 宮本義己氏によると、秀次には侍医がいたが、正親町天皇の侍医・曲直瀬玄朔（まなせ げん

さく）を自宅に招き寄せたので、玄朔は正親町天皇の診察ができなくなった。これは、秀次の関

白としての権力を濫用したものであり、失脚・切腹を命じられる遠因となったという。 



12 

 

■真相はいずれの説か 

 これだけ多くの説があるものの、実は明快な答えが得られていないのが現状だ。あるいは、そ

れぞれの説の複合的なものが理由なのかもしれない。ただし、秀次が冒頭に記したような悪行を

したという点については、明確に否定して然るべきだろう。 

 なお、矢部健太郎氏によると、秀吉に秀次を切腹させる意思はなく、秀次が自身の身の潔白を

証明するため、あえて切腹におよんだと指摘されている。 

 秀次が秀吉から切腹を命じられた理由については、決定的な根拠史料がないので、今後も検討

が必要である。 

 

（注２）秀吉は冷酷非情な人物であった証拠 

惨殺された兄弟姉妹 

■当然あらわれた兄弟姉妹 

 現在でも隠し子なるものが存在する。隠し子がいた場合、亡くなった親の遺産をめぐって争う

ことは決して珍しいことではない。非常に厄介な問題である。 

 豊臣秀吉といえば、弟の秀長などが有名であるが、知られざる兄弟姉妹が突然姿をあらわした

ことがある。秀吉はどのように対処したのだろうか。 

■伊勢からやって来た兄弟 

 秀吉の兄弟姉妹については、以下に示す興味深い史料がある（フロイス『日本史』第１２章よ

り）。 

１人の若者が、いずれも美々しく豪華な衣裳をまとった２、３０人の身分の高い武士を従えて、

大坂の政庁（大坂城）に現れるという出来事があった。この若者は伊勢の国から来たのであり、

関白（秀吉）の実の兄弟と自称し、同人を知る多くの人がそれを確信していた。 

 時期は、秀吉が関白に就任した翌々年の天正１５年（１５８７）のことだ（秀吉は５１歳）。

この若者に関しては他に史料がないものの、秀吉と兄弟であることを周囲の人々が確信してい

たとの記述は、興味深い。 

■秀吉の対応 

 秀吉は実の兄弟と称する若者に対して、いかなる対応をしたのだろうか。 

関白（秀吉）は、傲慢、尊大、否それ以上の軽蔑の念をこめて、自らの母（大政所）に対し、か

の人物を息子として知っているかどうか、そして息子として認めるかどうかと問い質した。彼女

（大政所）はその男を息子として認知することを恥じたので、デウスに対する恐れも抱かず、正

義のなんたるやも知らぬ身とて、苛酷にも彼の申し立てを否定し、人非人的に、そのような者を

生んだ覚えはないと言い渡した。 

 若者が秀吉と面会した際に、何らかの身分的な保証を求めた可能性がある。秀吉があえて母・

大政所に若者のことを問うたのは、当然「知らない」と言わせるためだったに違いない。 

 大政所も秀吉との暗黙の了解のうちに、「若者のことを知らない」と答えた。大政所も後ろめ

たいところがあり、何かと不都合なことがあったのであろう。 
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■残酷な結末 

 母・大政所が知らないとなれば、若者は権力者・秀吉に嘘をついたので、苛酷な運命が待ち受

けていた。続けて、同史料を引用しよう。 

その言葉（大政所が知らないと言ったこと）を言い終えるか終えないうちに、件の若者は従者と

もども捕縛され、関白（秀吉）の面前で斬首され、それらの首は棒に刺され、都への街道筋に曝

された。このように関白（秀吉）は己の肉親者や血族の者すら（己に不都合とあれば）許しはし

なかったのである。 

 母の大政所には、３回以上の結婚歴があったといわれている。貧しい大政所が生活を維持する

ためには、仕方がなかったのだろう。大政所は不特定な男性と関係を持ったのは確実で、当時と

しては珍しいことでなかったのかもしれない。 

■姿をあらわした姉妹 

 無残な最期を遂げたのは、この若者だけではなかった。次に、史料を挙げておこう（フロイス

『日本史』第１２章より）。 

その（若者が殺されてから）後３、４ヵ月を経、関白（秀吉）は、尾張の国に他に（自分の）姉

妹がいて、貧しい農民であるらしいことを耳にした。そこで彼は己の血統が賤しいことを打ち消

そうとし、姉妹として認め（それ相応の）待遇をするからと言い、当人が望みもせぬのに彼女を

都へ召喚するように命じた。 

 「己の血統が賤しいことを打ち消そう」としたとあるのは、血のつながりのない兄弟姉妹を根

絶やしにすることを意味する。秀吉は自分の知らないところで、血縁者を名乗る人物を消したか

ったのだ。 

■惨殺された姉妹 

 さらに話は続く。 

その哀れな女は、使者の悪意と欺瞞に気が付かず、天からの良運と幸福が授けられたものと思い

こみ、できるだけの準備をし、幾人かの身内の婦人たちに伴われて（都に）出向いた。（しかる

に）その姉妹は、入京するやいなやただちに捕縛され、他の婦人たちもことごとく無惨にも斬首

されてしまった。 

 この姉妹はあまり気乗りがしなかったようであるが、最終的には使者の甘言にそそのかされ

たようである。秀吉に会うためにふさわしい服装を整え、来るべき輝かしい未来を信じて入洛し

たのであった。しかし、結果は史料にあるとおり、無残なものであった。おそらく首は晒しもの

にされたに違いない。 

 秀吉といえば、明るくひょうきんなイメージがあるが、実は大変残酷で怖い男だったようだ。 

以上のことを、私の記した「秀次公と秀吉の確執」の裏面として参考にして頂きたい。 

さらにもう一つ「信長を殺した男」は誰だったのかということ。私の尊敬する八切止夫氏（信

長殺し光秀でない）や明智憲三郎氏（本能寺の変の 431 年目の真実）などの著書やその他

の研究者からの説を推定するに、「秀吉犯人説」が有力である。信長が死んで最も得をした

のは秀吉であるというのが、その根拠である。羽柴秀次も山崎の合戦から秀吉軍に参加して
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おり、秀吉の弟の秀長とともに、その秘密を知りえた状況にあったと考える。ゆえに秀長・

秀次は真相を知るものとして誅された（謀殺）とも考えられるのである。・・・恐るべし豊

臣秀吉！？である。近江八幡市民に、徳川贔屓は居ても、秀吉贔屓が見当たらないのも頷け

る・・・・（それは私だけでしょうか・・・・）また、松花堂弁当を見て秀次公の遺児？の

事を思い出していただきたいものである。・・・ 


